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(1) 児童生徒質問紙調査の生活習慣に関わる各項目と体力合計点の関係 

■ 児童生徒質問紙調査結果から見えた本道の児童生徒における生活習慣の

現状と課題についての分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ テーマ分析 

児童生徒の望ましい 

生活習慣や運動習慣の確立 
 

ここでは、児童生徒質問紙調査の結果や体力合計点から、児童生徒の生活習慣と体力合計点等と
の関係に注目した。小・中学校ともに、令和４年度同様に適切な生活習慣を確立させている児童生
徒のほうが、体力合計点が高い傾向にあった。ポイントは次のとおりである。 
 
●Point１ 小・中学校男女ともに、体力合計点総合評価Ｄ・Ｅ層よりＡ・Ｂ層の児童生徒の方が、

より適切な生活習慣を確立している。 
●Point２ 小・中学校男女ともに、適切な生活習慣を確立している児童生徒ほど、肥満度が「普通」

の児童生徒の割合が高い。 
●Point３ 小・中学校男女ともに、適切な生活習慣を確立している児童生徒ほど、適切な運動習慣

を確立している割合が高い。 

テーマ３ 

 朝食の摂取状況においては、朝食を毎日食べている児童生徒ほど体力合計点が高いことか
ら、朝食摂取が体力の維持・向上のための重要な要素の１つであると考えられる。 
また、小・中学校男女ともに、平日の画面の視聴時間が長いほど、Ａ・Ｂ群の児童生徒の割

合が低いことから、平日の視聴時間を１時間前後に留める必要があると考えられる。 
さらに、小・中学校男女ともに、１週間の運動時間が60分未満の児童生徒ほど、Ｄ・Ｅ群の

割合が高いことから、適切な運動時間を確保する必要がある。 

○ 小・中学校ともに、朝食を欠食する頻度が増加すると、体力合計点総合評価Ｄ・Ｅ群の割
合が高くなる（Ｒ４と同様）。 

○ 体力合計点総合評価Ａ・Ｂ群の割合が高いのは、小学校男女の睡眠時間が７～８時間の群、
中学校男子の睡眠時間が８～９時間の群、中学校女子の睡眠時間が７～８時間の群である。 

○ 小学校男女及び中学校女子においては、平日の学習以外での画面の視聴時間が１時間未満

の群、中学校男子においては、１～２時間の群を基準として、視聴時間が増えるほど、体力
合計点総合評価Ａ・Ｂ群の割合が低くなる。 

○ 小・中学校男女ともに、運動時間が増加するにつれて、体力合計点総合評価Ａ・Ｂ群の児

童生徒の割合が高くなる（Ｒ４と同様）。 
○ 小・中学校男子においては、１週間の体育の授業以外の運動時間が60分未満である児童生
徒の80％前後、小・中学校女子においては、50～70％が体力合計点総合評価Ｄ・Ｅ群の児童
生徒である（Ｒ４と同様）。 

○ 小・中学校男女ともに、適切な生活習慣（毎日朝食を食べる・視聴時間１時間未満（中学
校女子は１～２時間））が確立されているほど、体力合計点総合評価Ａ・Ｂ群の児童生徒の割
合が高くなる。 
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①「朝食の状況」×「総合評価」 

②「睡眠の状況」×「総合評価」 

小学校男子 小学校女子 

中学校男子 中学校女子 

小学校男子 小学校女子 

中学校男子 中学校女子 
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③「学習以外でテレビやゲームの画面を見ている時間」×「総合評価」 

小学校男子 小学校女子 

中学校男子 中学校女子 

④「１週間の総運動時間」×「総合評価」 

小学校男子 小学校女子 

中学校男子 中学校女子 
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⑥「『朝食を毎日食べる』＋『睡眠時間が８～９時間（中学校女子は７～８時間）』」×「総合評価」

※全国・全道の値は詳細な条件設定をしていない数値 

⑤「『朝食を毎日食べる』＋『平日に学習以外で画面を見ている時間が１時間未満（中学校男子は１

～２時間）』」×「総合評価」 

※全国・全道の値は詳細な条件設定をしていない数値 

⑦「『平日に学習以外で画面を見ている時間が１時間未満（中学校男子は１～２時間）』＋『１週間

の総運動時間が４２０分以上』」×「総合評価」 

※全国・全道の値は詳細な条件設定をしていない数値 

小学校 

小学校 

中学校 

中学校 

小学校 中学校 
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 (2) 児童生徒質問紙調査の朝食の摂取状況に関わる項目と体力合計点等との関係 

■ 児童生徒の朝食の摂取状況と体力合計点や体格、他の生活習慣に関わる項目

との関係についての分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 朝食を毎日食べる児童生徒は、「肥満」の割合が少なく、「普通」の体型が多く見られるとと

もに、体力合計点が高い傾向が見られることから、適切な時間における食事の摂取が体格はも

とより、体力の向上にも影響を与えている要因の１つと考えられる。 

 また、朝食を毎日食べる児童生徒は、平日の学習以外における画面の視聴時間が少なく、体

育の授業以外での１週間の運動時間が長い傾向にあることから、朝食の摂取が生活リズムや運

動意欲にも影響を与えていると考えられる。 

○ 小・中学校男女ともに、「朝食を毎日食べている」と回答している群が、肥満度における

「肥満」（軽度・中等度・高度含む）の体格の児童生徒の割合が最も低い（Ｒ４と同様）。 

○ 小・中学校男女ともに、体格が「普通」の群における肥満度と体力合計点総合評価の関係

では、「朝食を毎日食べている」と回答している群において、体力合計点総合評価Ａ・Ｂ群の

児童生徒の割合が最も高い（Ｒ４と同様）。 

○ 「朝食を毎日食べている」と回答している群では、小・中学校男女ともに、平日の学習以

外における画面の視聴時間が「５時間以上」の児童生徒の割合が低く、「２時間未満」の児童

生徒の割合が高い（Ｒ４と同様）。 

○ 「朝食を毎日食べている」と回答している群では、小・中学校男女ともに、１週間の運動

時間が60分未満の児童生徒の割合が低い（Ｒ４と同様）。 

①「朝食の状況」×「肥満・痩身」 

小学校男子 小学校女子 

中学校男子 中学校女子 
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②「肥満・痩身」×「総合評価」 

③「朝食の状況」×「総合評価」 ※肥満度が『普通』」の児童生徒のみを抽出 

小学校男子 小学校女子 

中学校男子 中学校女子 

小学校男子 小学校女子 

中学校男子 中学校女子 
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④「朝食の状況」×「平日に学習以外で画面を見ている時間」 

⑤「朝食の状況」×「１週間の総運動時間」 

小学校男子 小学校女子 

中学校男子 中学校女子 

中学校女子 中学校男子 

小学校男子 小学校女子 
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 (3) 児童生徒質問紙調査の運動頻度に関わる項目と体力合計点等との関係 

■ 児童生徒の運動時間と体力合計点や体格、他の生活習慣に関わる項目との

関係についての分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平日の学習以外の画面の視聴時間が長くなると、１週間の運動時間が少なくなる傾向が見ら

れることから、視聴時間を適切に管理する必要があると考える。 

また、体育の授業以外の運動時間を適切に確保することが体格に影響していると考えられる

ことから、適切な運動習慣を確立することが重要である。 

○ 小・中学校男子では、平日の学習以外の画面の視聴時間が「１～２時間」、小・中学校女子

では、「１時間未満」の群の児童生徒が、１週間の体育の授業以外の運動時間60分以上と回

答している割合が最も高く、視聴時間が長くなるほどその割合は低くなる。 

○ 小・中学校男女ともに、１週間の体育の授業以外の運動時間「420分以上」と回答してい

る児童生徒の割合が最も高いのは、肥満度が「普通」の児童生徒の群である。 

①「平日に学習以外で画面を見ている時間」×「１週間の総運動時間」 

小学校男子 小学校女子 

中学校男子 中学校女子 
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 (4) 体力合計点と児童生徒質問紙調査の比較 

■ 体力合計点総合評価Ａ・Ｂ群とＤ・Ｅ群の児童生徒質問紙調査結果の比較 

による体力と生活習慣の関係についての分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「肥満・痩身」×「１週間の総運動時間」 

 体力合計点の上位層及び下位層の児童生徒質問紙調査における生活習慣の各項目を比較す
ると、体力合計点の上位層のほうが、全ての項目において、適切な生活習慣に該当する回答を
していることから、体力を向上させるための１つの要因として、適切な生活習慣の確立が重要
であると考える。 

○ 体力合計点総合評価Ａ・Ｂ群とＤ・Ｅ群の朝食の摂取状況を比較すると、Ａ・Ｂ群のほう

が「朝食を毎日食べる」と回答している児童生徒の割合が高い（Ｒ４と同様）。 

○ 小学校男女の睡眠時間「９～10時間」、中学校男女の睡眠時間「７～９時間」の群を比較

すると、Ａ・Ｂ群の方がＤ・Ｅ群より割合が高い。 

○ 体力合計点総合評価Ａ・Ｂ群とＤ・Ｅ群の平日の学習以外の画面の視聴時間を比較すると、

中学校男子を除き、Ａ・Ｂ群のほうが「２時間未満」と回答している児童生徒の割合が高い。 

○ 体力合計点総合評価Ａ・Ｂ群とＤ・Ｅ群の１週間の体育の授業以外の運動時間を比較する

と、Ａ・Ｂ群のほうが１週間の運動時間が「420分以上」と回答している児童生徒の割合が

高く、「60分未満」と回答している児童生徒の割合が低い。 

 

小学校男子 小学校女子 

中学校男子 中学校女子 
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①「総合評価（Ａ・Ｂ群とＤ・Ｅ群）」×「朝食の状況」 

②「総合評価（Ａ・Ｂ群とＤ・Ｅ群）」×「睡眠の状況」 

小学校男子 小学校女子 

中学校男子 中学校女子 

小学校男子 

中学校男子 中学校女子 
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④「総合評価（Ａ・Ｂ群とＤ・Ｅ群）」×「１週間の総運動時間」 

③「総合評価（Ａ・Ｂ群とＤ・Ｅ群）」×「平日に学習以外で画面を見ている時間」 

小学校男子 

小学校男子 

小学校女子 

小学校女子 

中学校男子 

中学校男子 

中学校女子 

中学校女子 



69 
 

 

 

令和５年度の国の報告書では、「児童生徒の基本的な生活習慣を見ると、朝食欠食やスク

リーンタイムの増加傾向は依然として進んでおり、この傾向が続けば、体力・運動能力の発

達のみならず健康的な生活に多大なる影響を与えることが危惧される」とされており、この

ことは、本道の結果において、より顕著にその傾向が出ている状況となっている。 

本分析結果においても、適切な生活習慣の確立している児童生徒ほど体力合計点が高く、

運動習慣が確立している。体力が「人間の活動の源であり、健康の維持のほか意欲や気力と

いった精神面の充実に大きく関わっており、『生きる力』を支える重要な要素である」（小・

中学校学習指導要領解説総則編）ことを踏まえ、各学校においては、児童生徒に生活習慣に

係る正しい知識を理解させたり、適切な生活習慣を意識付けたりするなど、基本的な生活習

慣を確立するための組織的な取組を一層充実させていくとともに、学校と家庭の連携に加え、

地域が一体となって子どもたちの生活習慣の改善と良好な運動習慣の形成に努めていかな

ければならない。 

 

 

まとめ 


